



























のN君 ・F君，在札の I君 ・Y子さん等が中心となって，卒業満40年のクラス会を聞かうと言
ふ事になり，大変な苦労の末略々全員の消息を纏め上げた。
時に昭和50年であり，連中は既に初老の域に足を踏み込んでゐた。






































× × × × × 
せめてもの救ひは， S君が自らの欠陥を自覚して進むべき方向として文筆の道を選び，二中
から早稲田大学文学部に進み， 卒業と同時に同大学の出版部に残り，同部の倒潰後は大書穿有
斐閣に迎へられ，現在，同出版社の重鎮として初志文筆の道で大活躍してゐることである。
この間S君は，村上元三 ・大悌次郎・岡潔等，大家の作品の「校正」を委ねられ，現在は，
毎日新聞社出版局の「国宝重要文化財案内」 改訂新版の「校閲」と言ふ大任を任されてゐる。
“不滅の光”は“不滅の傷痕” となって 私の心に今も寒いてゐる。
※文中， 歴史的仮名遣を用ゐ，副詞にはできるだけ漢字を当てたO
